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  サクラガ チリヨル (継続アスペクト) ＝桜の花びらが今まさにひらひらと舞い落
ちている 





    
0.2.2. 「～ヨル」と「～トル」の変遷 
上でみた～ヨル／～トルの使い分けが現在変化しつつある点について、次のような指摘 









































                                                        
3 今回の筆者の調査の中でも多数見られた形式である。 
4 岸江(2001: 77)より。 
5 岸江(2001)による定義。 
広島方言の継続アスペクト 







クトにおいてテンス現在では 44 例中ヨル専用が 25 例(57%)、ヨル・トル併用が 12 例(27%)、
トル専用が 2 例(5%)、他形式が 5 例(11%)程となっている。テンス過去では 18 例中ヨル専用
は 4 例(22%)、ヨル・トル併用は 8 例(45%)、トル専用は 4 例(22%)、他形式が 2 例(11%)とな
っている。また、テンス未来では 5 例中ヨル専用が 2 例(40%)、ヨル・トル併用が 2 例(40%)、

















では 16例中ヨル専用が 16例(100%)、主体動作客体変化動詞では 8例中ヨル専用が 6例(75%)、
ヨル・トル併用が 2 例(25%)となっている。主体動作動詞では 9 例中ヨル・トル併用が 8 例








                                                        
6 岸江(2001)による用語。 
仁村 哲也 





































                                                        
7 地域によってわずかに誤差はあったが、調査項目数は基本的にテンス現在で 44、テンス過去で 18、テン
ス未来で 6 であった。 
広島方言の継続アスペクト 













(b)主体動作客体変化動詞 (b0)他動詞 開ける、消す 
(c1)他動詞 飲む、叩く 















































































× 38 71 49 88 65 84
△ 50 86 73 94 57 106
○ 156 133 160 129 166 157

















































て取れる。主体変化動詞に注目してみると、これは 20 歳未満と 20 歳以上との間で(◎)の割
合に大きな差ができており、それ以上の年代においては際立った許容度の差は見られない。
したがって、主体変化動詞における継続アスペクトでのトル系の使用は、20 歳未満の世代

















× 20 20 15 16 22 18 2 0 2 7 9 9 1 0 2 15 18 17
△ 26 9 21 9 8 9 4 5 11 5 5 3 1 2 12 14 11 7
○ 31 12 16 11 11 6 14 5 7 5 5 4 18 16 20 10 9 6






























 - 194 - 
動作客体変化動詞および主体動作動詞においては、継続アスペクトでのトル系の使用を全
く認めない(×)の回答の割合に、40 歳を境として、大きな差が見られる。このことから、こ
れらの動詞においては、40 歳以上の世代と 40 歳以下の世代の両者の言語習得期の境目に、
継続アスペクトのトル系に対しての許容度に変化があったことが推測される。 
以上から、広島市では、継続アスペクトにおけるトル系の使用が主体動作動詞および主
体動作客体変化動詞において許容され始めたのが、約 30 年から 40 年前、主体変化動詞に
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